


































































SX45（第23図・写真29～32）
　調査区の南端（2区）で検出した石列である。自然石が列状に並んでおり、ここを境にして左右の
土層が大きく違う。東側は当時陸地化していた砂丘砂であり、西側は砂・シルト・粘土の細かい互層
からなる水成堆積である。ちょうど当時の波打ち際付近に石列がつくられて、砂の流出を防ぎ一帯の
陸地化のために使われたのではないだろうか。石列の間から少量の土器が出土した。石列の真下に厚
さ数ミリの黒褐色紗層が堆積しており、それを除くと黄灰白色の砂丘砂が現れる。石列の下面から10
㎝程度の深さで湧水する。
　96は同安窯系の青磁皿である。口径9.6㎝、器高1.7㎝、底径4.8㎝を測る。外底に墨書あり。「九」か。
97は龍泉窯系の青磁碗である。外面に細い鎬蓮弁文を片彫りする。

その他の出土遺物（第24図）
　98は高麗青磁の碗である。胎土は灰色で緻密。内面に白色土で花文等を象嵌する。SK52（4区1面）
出土。99も高麗青磁である。胎土は灰色で、内面に白色土と黒色土の象嵌、外面に白色土の象嵌を施
す。SE37（2区1面）出土。100は高麗から李朝の象嵌青磁の瓶である。胎土は灰白色で、外面に白色土
と黒色土で文様を象嵌する。99と同じくSE37（2区1面）出土。101は象嵌青磁の坏である。李朝か。胎
土は暗灰色で、内面見込みに3条の円を白色土で象嵌する。畳付に3か所目跡が残る。SP118（1区3面）
出土。102は青磁の小碗である。内面見込みに4つの目跡が残る。1区3～4面包含層出土。103は瀬戸焼の
卸皿である。緑灰色の釉が底面を除き内外面にかかる。底部は糸切り。SK38（2区1面）出土。104は白
磁皿である。見込みにヘラ描きの文様と櫛の先端でつけたジグザグ状の点描文を施す。1区5面の南端、
砂丘砂直上から出土した。
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第24図　その他の出土遺物（1/3）
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第４章　まとめ
　今回報告する博多遺跡群第231次調査地点は、現在の須崎町、中世段階では息浜（おきのはま）の
西側縁辺部に位置する。
　まず敷地の４分の１の範囲（1区）について、江戸時代から中世前期までの5面に分けて調査をした。
その結果、現地表下1.5～2.6ｍ（第3面）まで江戸時代の地層が堆積していた。江戸時代の遺構として
は、井戸や石組の土坑などを発見した。瓦や染付の肥前陶磁器などが出土した。興味深い遺構として、
丸瓦を土坑の四周にきれいに並べた土坑SK17がある。土坑内から大量の丸瓦・平瓦が出土するので
瓦の廃棄土坑と考えられるが、単に廃棄するだけの目的ならばなぜ周囲に丸瓦のきれいに並べたのか
謎である。平面が正方形に近い石組の土坑が博多遺跡群ではよく見られるが、SK18は石と瓦を組み
合わせて周囲の壁をつくった、石・瓦組土坑である。
　第3面で検出した焼土層は中世後半のものと推測する。その下、現地表下3.4ｍ（標高1.2ｍ）付近の
第5面で砂丘の遺構面を検出し、12世紀後半頃の中国から輸入した陶磁器（同安窯系青磁や龍泉窯系
青磁）、土師器の皿などが出土した。
　残りの範囲については、調査期間の制約上、中世前半の生活面に絞って調査を実施した。当時の地
形は南西側の現・那珂川にむかって緩やかにくだっていき、地形の傾斜に沿って石を並べたり（SX45）、
小さな溝（SD35・47・62）を切ったり、湿った砂の上に人工的に粘土の盛土をして固くしまった地
面を整地したりした痕跡が見つかった。検出した遺構は土坑数基と溝、小さなピットである。
　以上のことから、本調査地点は中世前半の12世紀後半頃、ちょうど海岸線近くの微傾斜地にあたり、
人々が盛土などで整地をして住みやすい環境を整えていったことがわかる。その後、中世後半から江
戸時代にかけて何度も盛土を繰り返し、その厚さは２ｍに及ぶ。江戸時代に入ってから本格的に人々
の生活の場となり、現在につながる商業都市として栄えたことが推測される。
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種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

集落跡 中世・近世 井戸、土坑、溝 土師器、青磁・白磁・
瓦

要 約 　本調査地点は息浜西側の縁辺部にあたる。計５面について調査し、中世前半から近
世にかけての土坑、井戸、溝等を検出した。




